
（報告様式２ 完了報告書） 
 

 1

   2017 年 2 月 20 日 

公益財団法人 日本国際協力財団 

理事長 神 内 良 一 殿 

   団体名  NPO 法人道普請人  

代表者役職名  理事長    

代表者氏名   木村 亮  (印) 

 

２０１６年度国際協力ＮＰＯ助成 

事業完了報告書 

 

貴財団の２０１６年度国際協力ＮＰＯ助成による助成を受けた「農道整備と環境保全型農業普及に

よる農村コミュニティ開発」が平成 29 年 2 月 4日をもって完了いたしましたので、下記のとおり報告

いたします。 

記 

 

1. プロジェクト名：農道整備と環境保全型農業普及による農村コミュニティ開発 

 

2. プロジェクト期間：2016 年 4 月～2017 年 3 月 

 

3. 実施地域：【農道整備研修】ルワンダ国北部 ガケンケ県 

       【環境保全型農業研修】ルワンダ国東部 ブゲセラ県 キヤゴマ村 

 

4. 援助対象者及び対象者数：【農道整備研修】若者グループと沿線住民 100 名 

            【環境保全型農業研修】Kotitamu グループメンバー116 名 

 

5. 上位目標（最終的に目指すゴール）：農村部生活社会基盤が整備され、持続可能な農業振興を 

                 実現し農村部の貧困が削減される。 

 

6. 事業内容： 

中間報告後のフォローアップ活動 

【農道整備研修】 

2017 年 1 月 24 日、25 日に現地確認を行った。 

施工後の道路は雨季を迎えた現在も良好な状態を保っている。訓練を受けた若者グループによっ

て、道路の清掃や沿線の草刈、側溝整備など、簡単なメンテナンスが続けられている。未舗装道

路はその後のメンテナンスも大切である。若者グループは研修中に簡単な補修作業や側溝整備な

どの方法も学び、それを活かして活動している。悪天候の際も通行性が確保され、地域住民にも

喜ばれている。 
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施工前：2016 年 7 月           施工後：2016 年 8 月 

 施工後約 6 ヶ月後の様子（2017 年 1 月） 

【環境保全型農業研修】 

2017 年 2 月 4 日に現地確認を行った。 

2017 年 1 月末現在の苗木の育成、販売状況は以下の通りである。 

 

種目  育 成 数 量

（株） 

販 売 数 量

（株） 

単価（ルワン

ダフラン） 

合計（ルワン

ダフラン） 

植 樹 数

（株） 

残数（株） 

アボカド(接木)  3,500 500 500frw 250,000frw 460 2,540 

アボカド  5,000 0  0 0 5,000 

マンゴー(接木) 1,500 96 500frw 48,000frw 0 1,404 

グレベリア 15,000 0  0 12,000 3,000 

グラシリア 1,500 0  0 0 1,500 

スペクタビリス 500 0  0 0 500 

合計 27,000 596 - 298,000 12,460 13,944 
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 グループの主な販売先は農家、植林業者、キガリ市民である。接ぎ木をしたアボカド、マンゴ

ーは品質が良く丈夫なため、高値で取り引きすることができた。収益は昨年同時期の 181,500 ル

ワンダフラン（約 28,490 円）と比較して 298000 ルワンダフラン（約 39,723 円）と約 1.4 倍と

なった。販売金は組織の銀行口座に貯金されており、更なる苗木や育苗道具（プラスチック容器

など）の購入に充てられる予定である。 

   

接ぎ木後のアボカド      接ぎ木後のマンゴー      植樹前のグレベリア 

 

7. 今後の展望と課題： 

【農道整備研修】 

 研修及びその後のメンテナンスは順調に進んでいる。インフラ省側の評価も得られているが、

土のう工法への更なる理解、普及、定着には継続した支援が必要である。 

【環境保全型農道研修】 

 昨年 8 月の苗木の生産研修、アグロフォレストリー研修の結果、高品種の苗木を育てることが

できた。収益金を次期の苗木や育苗道具の再投資に充て、更なる苗木生産、販売に繋げていきた

い。育苗した苗木の継続的な販売が可能になれば、グループの持続的な活動を促進し、ビジネス

として軌道に乗せることも可能となる。同時に植林の促進による環境保全効果も期待できる。 

 

8. 事業担当者および問合せ先： 

福林 良典・木村 亮 

電話番号：090-9108-5967（福林）、090-1132-1357（木村） 

e-mail アドレス： yfukurin@gmail.com （福林） 

                 kimura.makoto.8r@kyoto-u.ac.jp （木村） 

 

9. 添付書類 

・助成金支出結果、明細表、領収書コピー 

                                                                    以 上
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